
修習給付金案内
（第73期）

一一－2－－

－、【留意事項】

①この冊子には，修習給付金に関する必要な情報をまとめていますので，
必ずお読みください。

b

②提出書類は，期限までに提出（必着） してください。

期限後に提出された場合，原則として，修習給付金を支給す
きません。

ー

司法研修所事務局 ‘
総務課・経理課



提出書類確認スケジュール

Z言､このスケジュールは，該当者の多い提出時期ごとに提出書類や期限について,参考として

まとめたものです。

必ずしも全員に該当するものではありませんので，各自で該当の頁を確認の上，間違いの
ないようにしてください。

なお，期限後に提出された場合，原則として，修習給付金を支給することはできません。

提出書類 ’ 提出期限（必着） ｜ 提出先年｜ 月 ｜種類 提出対象者

経理課

経理係

基本｜
給付

全員 11月1日（金）振込口座届出書

11月 一

住居'11月27日(水)に要件を具備している

給付|者
総務課

人事係

住居届(新規)，
賃貸借契約書(写）

12月4日(水）
1

和
年

今
祠
一
兀

1

蕊|熱修習の開始に伴い転属した者 経理課

経理係
移転届 12月12日(木）

12月

住居ユ2月25日(水)～令和2年1月5日
給付! （日）の間に要件を具備した者 總鰡写)令和2年'月'4日（火）懲驚

繍誓別実務修習の開始に伴い転居↓ 経理課
経理係

1月 移転届 1月14日(火）

蕊|露修習(AM)の開始に伴い転居上 経理課
経理係

8月 移転届 8月24日(月）
1 1 ’

和
年

〈
祠
へ
二
9月 10月12日(月）

移転選択型実務修習(A班)の開始に伴い

給付転居した者
’

経理課
経理係

移転届 10月12日(月）

10月

蕊|善繕雷信"の職創こ篠い繕屠上
I’

経理課

｜経理係
移転届 10月13日(火）

●住居給付金(件居届)について

※上記に記載した時期以外で，要件を具備（又は喪失，変更）した場合の住居届等の提出につい
ては，次のとおりです。

※住居届（新規）の提出期限は，要件を具備した日から7日以内（必着）でず。

※住居届（喪失及び変更）は， 当該事実が生じた後に速やかに提出してください。

●移転給付金(移転届)について

※それぞれの修習の開始に伴い転居（司法研修所の寮への入寮，退寮も含む。 ） ･をした際は，移
転届を提出してください。

※移転届の提出期限は，移転を伴う各修習開始の日から7日以内（必着）です。

※移転給付要件を具備した者は，移転届により移転の実情を速やかに届け出る必要があります。

(1)



提出先（問合せ先）

』

①

司法研修所

経理課経理係（本館1階）
丑048－460－2031 （直通）

(郵送する場合）移
転
給
付

ｌ
口
座
届
出

〒351-0194

埼玉県和光市南二丁目3番8号
一

②

司法研修所

総務課人事係（本館5階）
錘048－460－202．9 （直通）

に組･番号｡※
g＝

＝

し，左住
居
給
付

ｑ
ｏ
ｒ
ｒ
毎
１
９
凸
団
Ｏ
Ｕ
Ｄ
０
Ｄ
０
０
Ｆ
ｌ
■
１
９

基
本
給
付

記の係宛てに送付する。

●郵送による提出について

提出先が異なる書類を， まとめて提出する場合の宛先は，②とし．

●問合せについて

本案内を十分に読んだ上で， なお疑義が生じる場合には，提出先
ください（問合せの際は，組，番号及び氏名を伝えてください。 ） 。

②としてください。
』

提出先(問合せ先）に確認して

【受付時間】

・窓口：午前8時30分から午後5

・電話：午前9時から午後5時まで

0分から午後5時30分まで

※いずれも土日祝日を除きます。

(2)
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各届出に関する注意・連絡事項

1 届出書の記載に当たっては，記載例をよく読んで，正確に記載してください。
● ●

2黒のペン又はボールペンを用いて，漏れなくかい書で丁寧に記載してください。

3記載した事項を訂正する場合は，誤って記載した事項を二重線「＝」で抹消の上，訂正

印を押印し,抹消した部分の上部に正しい事項を記載してください（修正液又は修正テー

プ等は使用不可） 。

4押印する際は，印影が不鮮明とならないよう留意してください（スタンプ式は不可） 。

5修習給付金の支給方法については，振込口座届出書により届出がされた指定口座への

振込に限ります（現金払不可） 。

鍔ﾅー 恥 呂 12参照）に受耗,刀 宙 ｰいLとがあL6 寺

呈出期限を徒逓 多転給付金を受縫7 原員11として 居‘口付 ので，
⑳

届出に遺漏のないよう十分に注意してください。

8必要な届出を怠り，又は事実と異なる届出をしたことにより，不正受給等が生じた場合

には，非違行為として罷免，修習の停止又は戒告の処分や注意の措置を受けることが.あり

ます。

9届出書の様式は，最高裁判所ウェブサイトにも掲載されていますので，各自ダウンロー

ドして利用してください。

なお総務課人事係（本館5階）又は経理課経理係（本館1階）の各窓口において直接

受け取ることも可能です。

10 メールでの問合せは受け付けておりません。

11提出された届出書に不備があった場合,担当者から確認又は指示の連絡をすることがあ
りますので，各書類の連絡先には，

してください。

ゴ中 一一に~里

1



●提出先

司法研修所経理課経理係(本館1階）

BO48-460-2031(直通）

＜郵送の場合＞
●

〒351-O194埼玉県和光市南二丁目3番8号

し,左記の係宛てに送付する。

年 月 日

組 番修習地：

司法研修所御中

④大罪

連絡先

振込口座届出書

修習給付金の振込口座について,下記のとおり届け出ます。
なお,最高裁判所が修習給付金の給付に関して提供を受けた下記の個人情報を,修習給付
金の給付に関する事務を実施する目的のために当該事務の委託を受けた者に提供すること
について同意します。

記

注意事項

1ゆうちよ銀行の場合,振込可能口座は総合口座(記号の1桁目が『1｣から始まるもの)に限ります。

2振込先の名職=-F,ロ座番号，口座名義(フリガナ)は,正確に記入してください。

2

’

’

フリガナ

氏 名
(口座名義人）

※必ず金融機関に届け出たフリガナを記入する

※修習生本人の口座に限る

一一一一一L－一画一一一一ローーー

振込先 （一般銀行等又はゆうちよ銀行のいずれかを選択し,記入する）

一
般
銀
行

等

名称‘

－

預金種別

．一ド

口座番号

※該当する箇所をOで囲む

銀行 本店

信用金庫 支店

信用組合 出張所

※該当する箇所を○で囲む

銀行等コー侭

普通 当座

(総合）
一一 一→ 『

店舗ｺード

● 等､合 唱 旬 凸 4' e- －－－.ー－甲－4ｩC心 一＝

※右詰めとし,空欄には｢o｣を記入する

』

B

8

６
口
●
４
１
■
■
■
■
Ｆ
■

申

Ｏ
９
Ｉ
王

■
４
●

甲
４
十Ｈ

６

ｑ

ゆ
う
ち
よ
銀
行

コード

÷一－dVr一~－●－←

番号

一わ →－

銀行等ｺード

※右詰めとし,空欄には｢o｣を記入する

一一＝ざ一一一一一一

店舗ｺード ．

ー‐－－－－－e

盟 号 番 号

g g ’
ｒ
Ｕ
ｐ
‘
Ｉ
◇
“
Ⅱ
‘
↓

0
9

0 0

l

O : 0

Ｐ
凸
■
■
ｆ
Ｄ
Ｐ
■
６

0
＊

ノ

Ｂ
Ｆ
Ｌ

△
ざ
０
Ｆ
■
仏
ロ
ｒ
ｆ

1

C

L 1
6

ｳ ’
４
１
１



●提出先

司法研修所総務課人事係(本館5階）

BO48-460-2029(直通）

＜郵送の場合＞

〒351-O194埼玉県和光市南二丁目3番8号
し,左記の係宛てに送付する。

※提出期限は,入居日から7日以内(必着)｡期限後に提出された場合,支給の有無に影響します。

年 月 日

司法研修所長殿

第 期司法修習生

（ 組 番 修習地： ）

氏名 ⑳

住居届（給付金関係：新規）

住居給付要件を具備しましたので，司法修習生の修習給付金の給付に関する規則

第5条の規定に基づき届け出ます。

なお，居住の実情について，下記のとおり申述します。

記

1 賃貸住宅への入居日

年． 月 日

2賃貸借契約に関する事項

添付書類（賃貸借契約書の写し等）のとおり

3賃貸住宅の所有者等（記載事項を確認の上，□にげを付する。 ）

〆

口次に掲げる住宅に該当しない。

(1)配偶者，父母又は配偶者の父母が所有する住宅

(2)配偶者j父母又は配偶者の父母が借り受け，居住している住宅

；

3



｜

’ 例’記載例

○○年○○月○○日｡

司法研修所長殿

第○○期司法修習生

(○○組○○番 修習地：○○○）
〆 、

ｌ
Ｌ
－

｜
’

署名･押印を忘れずに。

連絡先は‘日中確実に連絡

可能な番号を記入する。 氏名 司法太

連絡先090一○○○

＞

~ノ～

住居届（給付金関係：新規)

住居給付要件を具備しましたので， 司法修習生の修習給付金の給付に関する規則

第5条の規定に基づき届け出ます。

なお，居住の実情について，下記のとおり申述します。

記

1 賃貸住宅への入居日

○○年○○月○○ 陸

2賃貸借契約に関する事項

添付書類（賃貸借契約書の写し等）のとおり
〆

賃貸借契約書が作成されていない場合は,賃貸人作成の賃貸借契約証明書を提出する。
証明書の様式については,最高裁判所ウェブサイトからダウンロードできるほか,総務課人
事係(本館5階)の窓口において直接受け取ることができる。

ノ 、

’
ノ

賃貸住宅の所有者等（記載事項を確認の上，□に咳を付する。 ）3

回次に掲げる住宅に該当しない 。

(1)配偶者，父母又は配偶者の父母が所有する住宅

(21配偶者，父母又は配偶者の父母が借り受け，居住している住宅

4



く郵送の場合＞

〒351=O194埼玉県和光市南二丁目3番8号

●提出先

司法研修所総務課人事係(本館5階）

BO48-460-2029(直通） し,左記の係宛てに送付する。司に粥
■■

※喪失後,速やかに提出してください。

年 月 日司

司法研修所長殿

第 期司法修習生

（ 組 番 修習地： ）

氏名 ⑳

連絡先

住居届（給付金関係：喪失）

住居給付要件を喪失しましたので，司法修習生の修習給付金の給付に関する規則

第5条の規定に基づき届け出ます。

なお，居住の実情について，下記のとおり申述します。

記

一

住居給付要件を喪失した日

年 月 日

喪失事由（該当する□にヅを付し，必要事項を記載する。 ）

口賃貸住宅を退去した｡

□その他（

1

2

）

5
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○○年○○月○○日

司法研修所長殿

第○○期司法修習生

（○○組○○番 修習地：○○○）

／

署名･押印を忘れずに。

連絡先は‘日中確実に連絡

可能な番号を記入する。
、差

’ 5為
氏名 司法太郎

連絡先090-○○○○一○

‐ 住居届（給付金関係:喪失）
医

住居給付要件を喪失しましたので， 司法修習生の修習給付金の給付に関する規則

第5条の規定に基づき届け出ます。
&

なお，居住の実情について，下記のとおり申述します。

記

住居給付要件を喪失した

○○年○○月○○日

1 『

、

ｉ

ノ

賃貸住宅を退去した日

喪失事由（該当する□に"を付し，必要事項を記載する。）

厩賃貸住宅を退去した。

□その他（

2

）
、

､、

畷
、

、I

1

〃

也の場合は, 「家賃の支払い免除｣等

拘な事由を記載する。

6



●提出先

司法研修所総務課人事係(本館5階）

BO4S-460-2029(直通）

く郵送の場合＞

〒351-O194埼玉県和光市南二丁目3番8号
笥に組･番昌｡ し,左記の係宛てに送付する。

※変更後,速やかに提出してください。

年 月 日

司法研修所長殿

第 期司法修習生

（ 組 番 修習地： ）

氏名 ④

連絡先

住居届（給付金関係:．変更）

居住の実情に変更が生じましたので,司法修習生の修習給付金の給付に関する規

則第5条の規定に基づき届け出ます。

なお，居住の実情について，下記のとおり申述します。

記

1居住の実情に変更が生じた日

年 月 日

2変更事由（該当する□にげを付する｡． ）

口他の賃貸住宅に転居した。

なお,新たな賃貸借契約に関する事項は,添付書類(賃貸借契約書の写し

等）のとおりであり， 当該住宅は，次に掲げる住宅に該当しない． 。

(1)配偶者，父母又は配偶者の父母が所有する住宅

（2）配偶者，父母又は配偶者の父母が借り受け，居住している住宅

口導入修習又は集合修習に伴い， 自宅等に転居した。

なお，導入修習又は集合修習の終了後は，元の賃貸住宅に戻る予定である。
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｢記藪夙1載例

○○年○○月○○日

司法研修所長殿

第○○期司法修習生

（○○組○○番 修習地；○○○）

;灘"L
、 ノ

署名･押印を忘れずに。

連絡先は，日中確実に連絡

可能な番号を記入する。 巽石濁
氏名 司法太

連絡先090-○○○○

： 住居届（給付金関係：変更）

居住の実情に変更が生じましたので)司法修習生の修習給付金の給付に関する規

則第5条の規定に基づき届け出ます。

なお，居住の実情について，下記のとおり申述します。

記

1 居住の実情に変更が生じた日

。O¥OO月｡o "{"転属圏1
2変更事由（該当する□にソを付する。 ）

囮他の賃貸住宅に転居した。
｡

なお，新たな賃貸借契約に関する事項は，

等）のとおりであり，当該住宅は，次に掲け

（1）配偶者，父母又は配偶者の父母が所有す

(2)配偶者，父母又は配偶者の父母が借り受

な賃貸借契約に関する事項は，

一一一．一 ＝

～

４ Ｉ
’
、
ノ

なお書き以下につい

ても必ず確認する。
、

（ >一
一

○○
r－

～

添付書類（賃貸借契約書の写し

であり，当該住宅は，次に掲げる住宅に該当しない。

父母又は配偶者の父母が所有する住宅

父母又は配偶者の父母が借り受け，居住している住宅

、

'
、

’ ｜
賃貸借契約書が作成されていない場合は,賃貸人作成の賃貸借契約証明書を提出する｡、
証明書の様式については,最高裁判所ウェブサイトからダウンロードできるほか,総務課人
事係(本館5階)の窓口において直接受け取ることができる。｜

□

ノ、

、

ノ

8

Ｉ

「自宅等｣とは,修習生が所有する住宅,無償住宅
又は配偶者等住宅をいう。(規則4条3項4号,5号）



く郵送の場合＞

〒351-O194埼玉県和光市南二丁目3番8号

●提出先 ，

司法研修所経理課経理係(本館1階）
BO48-460-2031(直通） し,左記の係宛てに送付する。皇･犀全左言

罰に

※提出期限は,各修習の開始の日の翌日から起算して7日以内(必着)｡期限後に提出された場合‘

原則として,支給できません。

年 月 日

司法研修所長殿

第 期司法修習生

（ 組番 修習地： ）

氏名 ⑳

連絡先

移転届（給付金関係）

修習（口導入修習口分野別実務修習口集合修習口選択型実務修習）に伴い

住所（又は居所）を移転しましたので，司法修習生の修習給付金の給付に関する規

則第11条の規定に基づき届け出ます。

なお，移転の実情について，下記のとおり申述します。

記

1 旧住所

口自宅等口賃貸住宅口司法研修所の寮

（ ．

2現住所
●

口自宅等口賃貸住宅口司法研修所の寮

（ ）

（移転日 年 月 日）

証明する書類

□ ｜日住所につき；賃貸借契約書の写し等を「住居届（給付金関係） 」に添付

し提出（済み・予定）

口現住所につき，賃貸借契約書の写し等を「住居届（給付金関係） 」に添付

し提出（済み・予定）

3

※該当する□にげを付し，必要事項を記載する。

※自宅等に該当する場合，実家，親戚宅，本人所有など詳細を（ ）に記載する。

※司法研修所の寮に該当する場合，寮名・棟・部屋番号を住所欄に記載する。
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|記載例1記載例

○○年○○月○○日

司法研修所長殿

第○○期司法修習生

（○○組○○番 修習地：○○○）鐘絡尭は旧中確裏に運“ ｜署名･押印を忘れずに。

可能な番号を記入する。

夕
ｒ
Ｉ
Ｉ
－
Ｉ
Ｌ

氏名 司法太

連絡先090-○○○○

＝
ダ

一一

移転届（給付金関係）

修習（口導入修習図分野別実務修習口集合修習口選択型実務修習）に伴い

住所（又は居所）を移転しましたので，司法修習生の修習給付金の給付に関する規

則第11条の規定に基づき届け出ます。

なお，移転の実情について，下記のとおり申述します。
、

１

卜

Ｊ

〃

記

1 旧住叩 ’図自宅等口賃貸住宅口司法研修所の

さいたま市○○区××町6－7〒8
毒

（ 親戚宅 ）

現住所

口自宅等図賃貸住宅口司法研修所の寮

大阪市××区○○町1－2－3－405

2

（ ）

（移転日 ○○年○○月○○日）

証明する書類

口旧住所につき，賃貸借契約書の写し等を「住居届（給付金関係） 」に添付

し提出（済み・予定）

図現住所につき，賃貸借契約書の写し等を「住居届（給付金関係） 」に添付

し提出(済み⑬）

3

※該当する□にヅを付し，必要事項を記載する。

※自宅等に該当する場合，実家，親戚宅，本人所有など詳細を（ ）に記載する。

※司法研修所の寮に該当する場合，寮名・棟，部屋番号を住所欄に記載する。
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修習給付金とは(概要〉

法曹人材確保の充実・強化の推進等を図るため, ､司法修習生に対し，修習給付金を支給す

る制度の創設等を行う必要があることから，裁判所法の一部が改正され（平成29年法律第

23号） ，司法修習生の修習給付金の給付に関する規則が制定されました。

○修習給付金の種類等（法第6ﾌ条の2第1項,第2項）

司法修習生には，その修習のため通常必要な期間として最高裁判所が定める期間（以下

「通常修習期間」 という。 ） ，修習給付金（基本給付金･住居給付金・移転給付金）を支給

します。

O基本給付金（法第6ﾌ条の2第3項,規貝ll第]条,第2条）
給付期間ごとに13万5j OOO円を支給します。

なお，通常修習期間の末日の属する給付期間（第13回）及び次の期間を含謹給付期間に

ついては， 日割りによって計算した額を支給します。

①司法修習生としての身分を保有しない期間

②修習停止期間

へ

O住居給付金（法第6ﾌ条の2第4項,規則第4条,第5条）

自ら居住するため住宅を借り受け，家賃を支払っている場合で，最高裁判所の定める様式

により届出が行われた場合に，給付期間ごとに3万5, 000円を支給します｡

なお，通常修習期間の末日の属する給付期間（第’3回）及び次の期間を含む給付期間に
ついては， 日割りによって計算した額を支給します。

①司法修習生としての身分を保有しない期間

②修習停止期間

③司法研修所において修習（導入修習, :集合修習）をするために住所又は居所の移転を
した司法修習生が最高裁判所が設けた寮， 自宅等に居住した期間
④③に準ずる期間として最高裁判所が定める期間

○移転給付金（法第67条の2第5項,規則第10条,第11条）

修習に伴い住所又は居所を移転することが必要と認められる場合で，最高裁判所の定める

様式により届出が行われた場合に，最高裁判所の定める路程に応じた定額を支給します。
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支給日等一覧表（予定）

※修習終了日については，決まり次第お知らせします。
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支給すべきことを認定した日以後に到来する上記の支給日
※事務処理の都合上，直近の支給日に支給されない場合があります。



基本給付金

(修習生）
司研

ユ

ロ座登録

ｆ
Ｉ
ｌ
ｌ
１
Ｉ
」
。’震：

‐ Z

※住居給付金又は移転給付金の支給には，

別途，住居届又は移転届の提IHが必要です。

1

廟口座届出

〆

提出対象者 提出書類 提出期限（必着） 提出先

I
全員 振込口座届出書 里且'旧(a) | 経理課経理係

’

◎支給額

一の給付期間につき，13万5． 000円（規則2条1項）

ただし，通常修習期間の末日の属する給付期間等については， 日割りによって計算されます。
(規則2条1項ただし書， 2項）

◎振込口座届出書に関する注意･連絡事項

び移転給付金）1 は，司法修習生本人の名義の口座

に振り込む方法により支給します。

振込口座届出書には，本人名義の口座（旧姓及び通称の口座は不可）を記載し，氏名のフ

リガナは金融機関に届け出たフリガナを記載してくださいj

2複数の口座を指定することはできません｡

3振込を確実に行う必要があることから，やむを得ない事情がある場合を除き，振込口座の
変更は控えてください。

なお，改姓，銀行の統廃合など，届出内容に変更が生じる場合には，振込口座の名義等を
変更する前に提出先の経理課経理係に連絡してください。

4 ゆうちよ銀行の通帳には， 「記号・番号」 と 「店番。口座番号」の2種類が記載されてい
ますが， 「記号・番号」 （5桁・8桁）を記載してください。

5振込口座届出書により提供を受けた個人情報については，修習給付金の支給に関する事務
を実施する目的のため， 当該事務の委託を受けた者に提供することがあります。
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◎振込口座として指定できる金融機関

振込口座として指定できる金融機関は， 日本国内の都市銀行,地方銀行;第二地方銀行，
信用金庫，労働金庫，ゆうちよ銀行，信託銀行，信用組合，農業協同組合等です。

よお，次の金融機関には振込はできません ※令和元年6月28日現在

兆豊國際商業銀行

バンクネガラインドネシア

オーバーシー･チャイニーズ銀行

ユバフーアラブ・フランス連合銀行

DBS銀行

コメルツ銀行

ウリィ銀行

オーストラリア・コモンウェルス銀行

ジャパンネット銀行

セブン銀行

じぶん銀行

大和ネクスト銀行

ニューヨークメロ･ン信託銀行

GMOあおぞらネット銀行

スタンダード・チャーターF銀行

バークレイズ銀行

クレデイ・アグリコル銀行 ステート・ストリート銀行

14



住居給付金

I修習生

う 6

司研

諭。| (婁霊，
支給開始

〈支給終了）。’ゆi 届出
一〆

◎支給要件
《

住居給付金の支給対象者は，次の①～③の要件(住居給付要件）をすべて満たし，所定の

様式(住居届）により居住の実情を届け出た者です。 （法67条の2第4項,規則5条）

〆一ーーーー~1■■■■ー‐ｲ■■ー■■ー■■ーー＝ー＝ー■■‐｡■■画一一＝ｰ＝＝■■＝ー■■■■面ー■■ー一一＝■■■＝■■ーー画一一＝卓一一一一＝■■ー■■ー■■■■ー－－■■■■＝ー－~~

I ①自ら居住するため

※賃貸借契約期間の始期を迎えているだけでなく，現に当該住宅に居住して
いる必要があります。

｜ ②住宅(貸間を含む｡ ）を借り受け

I ③家賃（使用料を含む。 ）を支払っている

※フリーレント （家賃免除）期間はこの要件を満たしているとは言えません。

※電気，ガス，水道等の料金や住宅ローンの返済金は家賃ではありません。

、
１
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
８
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
Ｊ

、

』

ただし，次に掲げる住宅の全部又は一部を司法修習生が借り受けて当該住宅に居住してい

る場合，住居給付金は支給されません。 （法67条の2第4項，規則4条1項）

＞配偶者，父母又は配偶者の父母が所有する住宅

＞配偶者，父母又は配偶者の父母が借り受け，居住している住宅

※配偶者とは,婚姻の届出をしておらず，事実上婚姻関係と同様の事情にある者を

含みます6以下j これらの住宅を「配偶者等住宅」 といいます。

◎支給額

一の給付期間につき， 3万5 000円（規則4条2項）

ただし,次に掲げる給付期間等については， 日割りによって計算されます。 （規則4条2

項ただし書, 3項） ，

＞支給日等一覧表（予定） （12頁）第13回

＞規則4条3項各号に掲げる期間を含む給付期間

(ex・司法研修所の寮に居住した期間）
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◎届出

住居給付要件を具備（又は喪失，変更） した者は，居住の実情を速やかに届け出る必要

があります。 （規則5条） …

ただし，新規の区分に該当する者は，後述のとおり届出日が支給の始期に影響しますの

で，必ず要件を具備した日から7日以内（必着）に届け出てください。

(注) (1) これらの届出は，平成29年11月1日付け司法研修所長通知「司法修習生の規

律等について」第4に定める身上等に関する届出とは別の届出ですので，届出漏れ
のないように注意してください。

(2)やむを得ない事情により賃貸借契約書(写)の提出が遅れるときは，必堂蠅辺
， 当該契約書(写)が整い次第速やかに提出してください。‘-内にヲ

(3)1賃貸借契約書(写)は，抜粋ではなく,･全頁の写しを提出してください（両面印刷

及び縮小コピー可） 。

．なお，賃貸借契約書が作成されていない場合には，契約に関する貸主の証明書を

提出してください。同証明書の様式は，最高裁判所ウェブサイトからダウンロード

できるほか，総務課人事係（本館5階）の窓口において直接受け取ることが可能で

す。

(4)認定の際に疑義が生じた場合には，提出書類に掲げる書類の他に，別途疎明資料

を求めることがあります。 ‐

(5)住居給付金の支給を受けている者が，転居等により対象となる住宅に居住しなく

なった場合は，対象住宅の賃貸借契約が継続していたとしても，原則として住居給

付要件を喪失するので； 「喪失」の届出が必要となります（転居先が別の賃貸住宅

である場合は， 「変更」の届出が必要となります。 ） 。

ただし，導入修習又は集合修習の期間については，その間に対象住宅の賃貸借契

約を継続し（家賃等の支払を含む。 ） ，かつ，導入修習又は集合修習の終了後に対

象住宅に戻って居住する場合に限り，①司法研修所の寮に入寮する者は，例外的に
届出不要となり，② 己偶者の所毛

＝“

に居住する者は，ー｢変更｣‐

の届出をすることになります。なお， これらの期間は住居給付金の支給対象にはな
. 『ノ

リません。

詳細は，標準的な届出事例（類型別）の類型B(21頁）及び類型C(22頁）を参

照してください。
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区分 提出対象者 提出書類 提出期限 提出先

新規

■一一一甲 ■ ●q会p一咄c－cq－q

喪失

変更

住居給付要件を具備した者

－－口合一一一一－－－や三・ 』 ←巳･凶● 面今･L ･●･ ･ -.-寺■ ■ －－企坤･ ●ﾀ串･‘ - 凸 q- -ざ■‘ 寺pqも"●式すい守茸 －号昔

住居給付要件を喪失した者

o

一一一一一一~＝令一一一■一一一一色 一 ÷一己一一一℃－ー－－一

居住の実情に変更が生じた者

※新規及び喪失の場合を除く。

･住居届(新規）
･賃貸借契約書(写）

｡－4－与一－－－－－－一心一一一マーー雫一一"色●-函一●芋一

･住居届(喪失）

･住居届（変更）
･賃貸借契約書(写）

要件を具備した
日から7日以内
－

P一一一一一一一~ーp手一一一一一一一p－－－℃｡－一ー一一一

速やかに

総務課
人事係



◎支給の始期

｜ 原則 ‘
1

原則

要件具備日の属する給付期間の次の給付期間（要件具備日が給付期間の初日であるとき

は,要件具備日の属する給付期間）から支給を開始します。 （規則7条1項）

【事例】
ー戸口■I■■ ■■■『■■■■h■色■■ロP甲■■⑤■8■軍｡■1■■■1■■■■■q■■■酉■1■■■■B曲■■■■■■‐■■■■1■■の■■■■ Ⅱ■■■I■■■厚宇■■■ ■■■■■』■■■■堂■■■■■‐■ロロ再1■■■~町ｲ■ロ■■の｡■｡■■■■ロ■■■□■

． ：

! a要件具備日がR2.2.1の場合 →要件具備日の属する給付期間の次の給付期間で i
ある第4_Fl (R2.2.27～R23.26)_から支給され
る。

× ○

1．27 ≦f-2.26~｡2:27 -~-3.26 ｡3.27 I
2． 1具備

凸■■ ■－1■■■■■■■■口■I■■■■■q■■■,■■,■■｡'■■｡■■■■■■■I■,■■■■■,■■I■,■■■■■■l■■■■口■■i■色■■■■■■■■■■■■■■I■■■色■‘■■＝■■■凸ロー■－－｡■■■■■.■口■｡偉‐■山一=ロー国■-1■■■■

F■■■｡q■■■■■■■■■■■｡■■■1■｡■I■■ロ■＝Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■q■■■I■■■ｰ■I■■■■■■ご■■■■■1■■I■■■■■■■1■■幸1■■■■ ■■■1■■■■⑤｡d■■厚轟早■■ﾛロ■陣一一｣■』■■■I■■■＝■■－■＝■Ⅱ■■■■■

: b要件具備日がR2.1.27の場合 → 要件具備日が給付期間の初日であるた
め，要件具備日の属する給付期間であ

口

る第3回る語31n1 がら支
ﾛ

･ IR2.1,27～R2.2.26.1

給される。
０
０
８
日

○

1.27 2.26 2.27 3．26 3．27 9

1．27具備
：

：
－ロ■＝ロ■＝＝。■＝再一■。■由■ロﾛ■毎■■■q■ﾛ■U■■■■■ﾛ■＝ﾛ■＝■■■＝‐｡■画炉一一■車ﾛ■‐■■ﾛ■ ﾛ■■■ﾛ■＝ーq■■■ﾛ■－－画一｡■一口■■■■ロ曲＝■■＝h■ー‐生一一ロ■■■ロ■ ロ■q■＝＝P■ロ■h■ 一宇鹿一○ｰ｡一一匂いU■■■1■~■

注意

要件具備日から7日を経過した後に届出がされたときは，その届出を受理した日の属す

る給付期間の次の給付期間（その日が給付期間の初日であるときは，その日の属する給付

期間）から開始します。 （規則7条1項ただし書）

【事例】
r■■‘■■■毎!■■‘ﾛ■■{■■■■■■ロ■‘■■ﾛD■■!■ロ■1口■■■■■■!■■ユロ■■ー■■■■1口■■Ipp■■■!■･■Ⅱ■酋卑■■1口■！■ﾛ， Ip1p■'■■●■■■■■■■｡‘■■■口の坤ロー■＝■■■{■■■‘ロー■■■■■,~‐‐■'■■■■■■■‘

； 要件具備日がR2.3.26で，同日 → 届出を受理した日の属する給付期間の次の
： から7日を経過した後の日である 給付期間である第61D] (R2.4.27～R2.5261 1
1坐に届出がされた場合 から支給される。

' ｜－ －× × ．○■
Ｂ
Ｂ
Ｏ

０
口
０2.27 3626 3.27 i 4.26 4.27 5.26 5．27

3．26具備 4． 3届出

■■ー■■■■再凸ウーJ■■1■■■Ⅱ■■I■■庫■■■4■座1■1■●I■4■－4■由■■■■■‐■■■■■I■■1■1■■■■■■■｡“■ぬ■■ I■■。■■ ■■■1■■■口■■凸■｡■■”色白｡■■ﾛ■■■ロー■■'■｡■■4■－－■や②凹凸＝■卓一口■ｰ－m･■ロロー

このような事態を避けるため，

ください。

に届け出て
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I 特例 i

分野別実務修習又は選択型実務修習(A班のみ）の開始に伴い実務修習開始日の前日ま

でに新たに要件を具備し，かつ，実務修習開始日の翌日から起算して7日以内に届出をし

たときは，実務修習開始日の属する給付期間から住居給付金の支給を開始します。 （規則

7条2項）

第73期分野別実務修習の開始日は

／次のとおりです。
I

令和2年1月6日 （月） であり，特例は

「~‐~~~~~｡. ..．~‘･‘･~‘~~,.‐一一一.。,｡~~･'･‘･‘･‘･'･‘･‘･‘･'･‘･‘｡.‘･‘．.. ‘･~‘･･'･‘･'｡.｡'･'･‘･~.｡‘･ ‘．..．....~,｡。'･･‘･･･・・,ﾛｰ･－．画.~~~‘･~~･'･･,.‐~~・~~~~‐~~.~~‐~｡.｡'･'･~‘｡.｡.‘．.'~‘･‘・

I 要件具備日がR1, 12.25～'R2. 1.5の間 → 分野別実務修習開始日の属する給付期間 ！
｜ で，実務修習開始日の翌日から起算し である通21E! I､Rl｡12.27～R2. 1.;26)か ：
！ て7日以内であるR2, 1. 14までに届 ら支給される。
： 出がされた場合(注） I
i ' !

：

｜ × ｜ ○ ’ ；

Ｆ５

日

ｌ
雌

11,27 12.26 12.27 . : 1．26 1.27

12.25～1.5具備 ～l. 14届出

L■■,■■■■■■0口■■■■p0P■一･｡■..■二･口,-,-‘－輔醇画.与.q Ip.,pqp-,ﾛ1．ppm.,ﾛ.ﾛﾛﾛｰ...ﾛ｡．....■.. .､幽陣.ﾛｰｰ...-,口 .ﾛ.-屯岸.一口一色,-... .. .... ,･ﾛ.=･‘-..-.口.1-,-,口,-,口,－，口－，－口.－.qpq.‘．!.‘ロ1口．．．0.申.P

（注）実務修習開始日の翌日から起算して7日目に当たる日 (1月13日 （月） ）が休日

であるため，その翌日である1月14日（火）まで提出期限が延長されます（裁判所

の休日に関する法律2条） 。

第73期選択型実務修習(A班）の開始日は

特例は次のとおりです｡

令和2年10月5日 （月） （予 であり，

宇＝ー■一画d■q■q■■ロー一｡■』■'■＝ぬI■■■口竺■■＝韓＝■■‐ﾛ■･■■‐I■■■■1■■ー■■■■■1■＝Ⅱ■ー■■1■車q■ｲ■■■中q■ロﾛ■■■4■Ⅱ■Ⅱ■Ⅱ■Ⅱ■■■q■q■Ⅱ■I■Ⅱ■■■ ﾛ■■‐■q■■‘■､■■Ⅱ■I■PP岸｡■四○■■■P q■･ﾛ■‐
ﾛ

ﾛ ｰ■

ﾛ ､

i 要件具備日がR2.9.29～R2. 10.4の間 → 選択型実務修習開始日の属する給付期間 i
； で，実務修習開始日の翌日から起算し である篭11回(R2.9.27～R2.10｡26)で，実務修習開始日の翌日から起算し である (R2_9.27～R2.10｡26)

i て7日以内であるR2. 10.12までに届 から支給される。
i 出がされた場合 ：

：
：

i !

’ －－× ’ ○
Ⅱ
Ｈ
ｇ
■

■
■

8.27 9.26 9.27 i l0.26 10.27

9．29～10,4具備 ～10. 12届出
q

g q
－‐ーニーーーーーーーーー■-＝■ー■｡■｡■■ｰ‐凸■■＝ﾛ■■』■q■1■I■■q■■■■q■口。■Ⅱ■4■I■1■■‐。■■■■■■＝。■旬－1■ H■■■■q■■1■■1■‐｡■4■‐輯車｡｡■●口■戸ロー■q■■4■1■1■－1■I■■凸■■画■ ロ■■U■■1■ Ⅱ■■0 q■■
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◎支給の終期

住居給付金の支給は，要件を欠ぐに至った日の属する給付期間（その日が給付期間の初日

であるときは，その日の属する給付期間の前の給付期間）をもって終わります。 （規則7条

1項）

【事例】
『~~‘~..~~~.~‘~,.~~･‘･~~･~~~・・~~~~~~~‘~･' ....~~~．. ，~~.．~~~~~~~..~~~~･'~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~･~~･･~~ﾛ･ｺｰｰｰ~~。.~~…･~‘･~~~･．･'画‘~‘･･･..~~‘・

i a要件喪失日がR2.4.1の場合 → 要件喪失日の属する給付期間である
"51q! (R2.3.27～R2.4.26)まで支
給される。

○ I × ’
3．27 4．26 4．27 5．26 5．27

4. 1喪失

q■‐P■■ ■■Ⅱ■■’■ローﾛ■■。■。■■■ q■■■凸■‐ｰ今P■■■ロ ロ■酉■｡＝。■－■I■■■■p‐■■ロ■■■■■＝－ロ■e■ U■吟再■＝＝ロ■■■■耳画ロ■■ロ■－－.■■■■q■－－－Ⅱ■｡■q■Q■ Ⅱ■一－－■■＝南画一一一一一一一一画■■＝ﾛ■一宇

I■ ｣■■Ⅱ■ Ⅱ■』■■■■車■‐坤■■■■■ﾛ■■J■庫■■－■P■①■■＝■■－■■■■■■■■｡■｡■■■■q■■■■■■1■ロﾛ■■■■■■｡■■■q■■庫画■Ⅱ■■Ⅱ■■■■いぬI■I■■■■■｡一一凹凸凸■,■■｡■■■■甲。q■I■ロロロ■ ﾛ■■.。ｰ＝q■ﾛ■

日
■
■
Ｂ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
■
０
■
■
日
日

b要件喪失日がR2.3.27の場合 →要件喪失日が給付期間の初日であるため，要
件喪失日の属ずる給付期間の前の給付期間で
ある第4回IR2.2.27～R2｡3.26)まで支給さ
れる。

Ｏ
Ｂ
■
甘
■
■
０

○ ×

2．27 3．26 3．27 4．26 4．27

3．27喪失

－1■ローロ■■画。■凸■■唾律I■■■ ■■ｰ画白田ロ■＝■■■I■■■■■ Ⅱ■ I■q■Ⅱ■q■4■d■q■■■■Ⅱ■I■q■』■。q■Ⅱ■Ⅱ■q■1■ 1■Ⅱ■ﾛ■■､□I■Ⅱ■■■■ Ⅱ■■■■I■4■b■I■｡■I■q■~I■1■Ⅱ■ﾛ■Ⅱ■｡■■1■‐■､ー■■h凸一Ⅱ■■＝■■

８
■
Ｉ
日
廿
Ⅱ
■
１
８

◎事後の確認

現に住居給付金の支給を受けている者が住居給付要件を具備しているかどうか，確認する場

合があります。 （規則9条）
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◎標準的な届出事例(類型別）

<注意>第73期A班の修習日程（予定）を基に説明しています。

<凡例>|賃貸住宅｜ ：住居給付要件の具備（法67条の2第4項）

｜寮 ｜ ：司法研修所の寮(規則4条3項3号）

｜ 自宅等｜ ：司法修習生が所有する住宅，無償住宅又は配偶者等住宅
（規則4条3項製号， 5号）

【類型A】

賃貸住宅に居住し，修習を終えるまで転居しない者

R1

11/27 12/5

．
６

２
．
ノ

Ｒ
１６２ノ７２１ 8/14 8/17 9/30 10/5

| 移動｡ ｜ 導入鯵習 ｜ 移動‘ ｜ ’野：ll翼麓修ゞ ｜ 移動ﾖ ｜ 集合修習 ｜ 移動｡ |移動日 集合修習移動日 ’日程 選択型修習等

’住居 賃貸住宅

↑
届
出
（
新
規
）

’支給 ○(11/27～）

届出（新規）
■一ー■垂＝垂■■■■ぬ＝~いｰ■■■■■琶一画一ﾛ■ﾛ■■ロー‐■ﾛ■‐埴ﾛ■戸■『 '■D＝q■■ ー■『■ーI■■d■'■I■I■q■－q■＝■凸＝＝ーーﾛ■＝Q■Pﾛ■ﾛ■ﾛ■白白■q■■■■I■■ロ'■■■■■■q■■。■｡●。q■②‐■q■■■

尚具備…γ日以“！
R1.O.O(要件具備日) R1.12.5 (修習開始日）

’ ｜ 導入修習 ’Ｆ
■
■
■
■
０

■
甲
■
三
口
■
■
、
■
■

ﾛヰ

０
日
８
画②■再『再』ロ』■■■■■■■幸■■■・輔毎■ゆ・・■●■”■■■。■・・■口。』↑』ｐ■■Ｃ口・■・・・・■。■。』■■■■口■■■■』■■毎色色”■ロロ■■■■“■■ｐ■

■
■
■

(注） 11月27日 （水）に要件を具備している者は，導入修習開始口の煎旦

である12m4日1－水）ま垂に届け出てください。 12月5日（木）以降

に届け出た場合,第1回（11月27日～12月26日）にかかる住居給

付金は支給されません。支給の始期の詳細については, ' 17頁を参照してく

ださい。
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【類型B】

賃貸住宅に居住し，導入修習及び集合修習の期間については司法研修所の寮を利用する者

６

２
ノ
”

Ｒ
１６２

ノ
リ２１

R1

11/27 12/5 8/14 8/17 9/30 10/5

’|移鋤ﾖ ’ 零入修習 ｜ 移動白 ｜ 分野馴翼霧修習 ｜ 移動｡ ｜ 集合修習 ｜ 移馳｡ ’集合修習移動日 移動日日程 迩択型修習等

引き続き借り受け引き続き借り受け

｢一 ↓↓

降展「蓑 ｜ 露 ’ ’’ 賃貸住宅 賃貸住宅住居

小
‐
‐
‐
届
出
不
要

↑
小 ４

’
１
‐
届
出
不
要

小

届
出
（
新
規
）

届
出
不
要

届
出
不
要

’ ’ ｜ ’
。 ×

(8/17～9/29)
×(11/27～12/26） ○(12/27～） ○(9/30～）支給

※寮に居住する期間は日割り計算の対象となる。

、‘

導入修習中， に居住する場合は，実務修習地等に住宅を

､ 11.27～R1.12.26)にかかる住居給付金は借り受けていても，第1回(R1.11.27～R1.12

支給されません。 （規則4条3項3号， 6号）
ノ、

届出（新規）
iﾛ ‐，ﾛ‘■ ，ﾛ，ロー'ﾛ‘■‐■‐，ﾛ･･‐，ﾛ｡， ‘ロー回一・.歯一.．｡.~. ‐‘~‐・'~･‐‘~＝'ﾛ‘ロー‐ロー‘ﾛ－，口‘ロー･. ‘ロー'ﾛ･･轡－－－‐1口，口幽ﾛ.‐････口･･ ‘｡，ローq･･ 1口邑一“‘~･~鍾'･‘ﾛ1口 ，ﾛ－，口‘ロー画一‘ﾛ‘ロー'ロー‘ﾛ‘ﾛロ，ロ

伊具儀圓からγ､以内(注）
R1.○・○(要件具備日) R1.12.5(修習開始日）

■１ⅡⅡ

■
日

０
Ⅱ
ｌ
０
Ｈ
Ｉ
０
６
１

｜ 導入修習 I

‐ ‐ l‐

■幸ロ■ﾛ苧'■'■q■■!■‐や－②韓合心p韓幻一睡早口■'■'■■'■■■!■■■'■■■ ■■■●■■■－■■I■■I■■ぬ、剣■■■｡■I■■めぃ畢単■'■画■■■■■,■■■■､■I■■■■■■I■｡q■合■,■■■■｡'■■ず

(注） 11月27日 （水）に要件を具備している者は， 始日の前日

である12月4日 〈水） に届け出てください。
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【類型C】

賃貸住宅に居住し，導入修習及び集合修習の期間については司法修習生が所有する住宅，

実家等無償で居住することができる住宅（以下「無償住宅」という。 ）又は配偶者等住宅

を利用する者

・
５
，
ノ２１７２ノ

ー
１
Ｒ
１

R2

12/26 1/6 8/14. 8/17 9/30 10/5

| 穆剛． ｜ 導入修ゞ ｜ 移岬｜ 分野馴雲霧修ゞ ｜ 穆動｡ ｜ 集合修習 ｜”｡ ｜ 選択型修習、 ’日程

引き続き借り受け．

i- f,

住属|貫貸住宅| 自竈等T
↑ 1 ．
① ② 届
届 届 出
出 出、 不

要

新 変
規 更
習 一

引き続き借り受け

－~、

｜自宅等

小

届

出

不

要

|

ｌ
↑

’賃貸住宅 賃貸住宅

②
届
出
（
変
更
）

’ |(8/,,ls9/29)|
×

(8/17～9/29) ’O(12/27～）×(11/27～12/26) ○(9/30～）支給

ノ
！ ※自宅等に居住する期間は日割り計算の対象となる。

Ｉ
、

’ 導入修習中， 又は にフ

居住する場合は，実務修習地等に住宅を借り受けていでも，第1回

.(R1. 11.27～R1.12.26)にかかる住居給付金は支給されません。 （規則4
条3項4号から6号）
、 ノ

①届出(新規）
‐:ﾛ ･ロロ！･‘･‐‘ﾛﾛ｡‐ロロ'ロロローロ'ロロロ！･ﾛ！･ロ｡‘■．｡･'画一画一一一一ロロロロ'ロロロロ'･ロロ‘･画‘p1p'ﾛ画口，ﾛ｡‘･‘･色･‘~．。．・響・・・鱒画･ロﾛ ロロロ‘ﾛロ｡!■■曇一一雪｡．‐‐‐鰯一一一一~、

惇具備…ｧ圏以内(陸’ ：
; R1.O.O(要件具備日) R1312.5(修習開始日）

’ 導入修習
０
日
■
■
Ｕ
■
、
Ｏ
■

Ｈ
Ⅱ
Ⅱ
■

I‐ ‐ |‐

■ g
■Ⅱ■白挿ﾛ■ﾛ■I■ロI■軍専一｡■‐｡■ﾛ ､■ｰ■■q■ﾛ■■■■■ﾛ■ﾛ■■■ｰ■‐ー■ﾛ ､■■ｰ車q■毎一一学■■■■■ 1■ー■■■■ロ ■■ ロ■■■1■■■ ロ■■■■■毎口■■＝ロー■■Ⅱ■ーI■1■■■■~■■1■■■I■1■ーｰL■■”■■旬ﾛ■■■車｡■ ■ロ■U■I■

(注） 11月27日（水）に要件を具備している者は，

であをL12月4B_"Jまでに届け出てください。

の前日

②届出（変更）

日 ﾛ
ﾛ Q

ﾛ■･･＝ﾛ■■■ｰU■■ロロロ■n口,■ﾛ■q■,■ー=･■＝=ロ■'■=~・ローI■~卸一一q■ローーーー■ ,■ﾛ■~･■ﾛ■ﾛ■ーローU■~‘■■=＝■~画色＝=ー＝=･■q■=ﾛ■ ,■~ーﾛ■＝U■~噂■韓一■口･■ﾛ■,■■, Ⅱ■■, Ⅱ■一・■ !■I■■Ⅱ■＝-1■■弓

i ト肇臓雲備に変更が生じた日以後遮やか［ i
i - RO.O.O( ) !！ ‐ RO､○・○(居住の実情に変更が倖じた日） ，

ｑ００ＩＩ日８

９
■

0

｜ 「 導入修習｡r集合修習 ’

I＝ K吟 I‐

Ｂ
Ｕ
Ｈ

０
１
Ⅱ

、印勾の■...．q,ﾛ.,..■,■,■■■■・■p■q■毎口■■■■■4■■ ■■■■■車■l■■密■■■■I■ロ■I■■ﾛ■q■l■■q■l■■1■口中■0■■､口由■‐曲■■■■■■■1■■I■■画■ロ■■l■■■｣■ぬP②■画■由■ロ
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【類型D】

自宅等に居住し，導入修習及び集合修習の期間については司法研修所の寮を利用し，

分野別及び選択型の実務修習の期間については賃貸住宅に転居する者

R2

12/26 1/6

R1

l1/27 12/5 8/14 8/17 9/30 10/5

|“｡ ｜ 導入鯵ゞ ｜謬馳百| ､野別奉修ゞ ｜ 診勤｡ ’ 蕊合修’ ｜郷」集合修習 移動日移動日導入修習 移動日 ’選択型修習等日程

引き続き借り受け

I '↓

｜ 寮 ’寮 ’
1| 自宅等｜ 寮 ’ 賃貸住宅賃貸住宅住居

↑

賃貸住宅を借り受けたが，
居住していない場合を含む。

’
小
『

小
I

届
州
（
新
規
）

届
出
不
要

届
出
不
要

’’ |(8/,723
×

(8/17～9/29)
× （11/27～12/26） ○(9/30～）○(12/27～）支給

※寮に居住する期間は日割り計算の対象となる。

届出（新規）
ロ■‘■ '■q■'■'■■ 1■q■!■!■!■■=!■q■ﾛ■■!■q■I■■q■■■!■q■■■=■q■■!■ '■'■'■I■!■'■!■q■I■'■ﾛ■ﾛ■■='■a■=＝■｡●ー口‘■■ロD･･■･･ｰ■･･0口＝■｡｡‐ﾛﾛ⑤=~‐－1■ｰ‐■‐■■画1口~'■!■!■0.画■'■!■･･ 1口一戸q■』

－僅習開始日の翌日から起算して7日以内 ！
（注） ；

心

~R2.1.5 R2.1.6(修習開始日）

９６８８８０

３

璋天膠霄可 ｜ ‘ 分野別修習 ■
■
■
Ｂ
ｒ
１
日
０
０

藍
等

賃貸

住宅

０
■
日
日
０
■
■

‐ |‐

■命■旬,■画■■岸■■■‘■■■q■■ｲ■わ■■ -■■■,■■■匂I■■■■■,■F■■■■■■■,■■■■p■②■｡■■■'■.■■ ■ ■■■■■■■I■■■■'■,■■■■■■■｡D■句'■'■■｡■■■,■,■■口車■■■■■｡mI

（注）分野別実務修習開始日の前日である1月5日 （日）までに新たに要件を

具備した場合は, 1月14日 （火） までに届け出てください。提出期限の

詳細については， 18頁の特例の項目を参照してください。
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～

【類型E】

賃貸住宅に居住し，分野別実務修習の際に新たな賃貸住宅に転居し，集合修習の期間

については司法研修所の寮を利用する者

R1

11/27 12/5 ６

２
／
〃

Ｒ
１６２ノ２１ 8/14 8/17 9/30 10/5

|“｡ ｜ 導入修習 ｜”｡ ｜ ・野別翼務修。 ｜ 移動｡ ｜ 集合修ゞ ｜ 移動｡ ’集合修習移動日 移動日 ’日程 選択型修習等

引き続き借り受け

↓I

賃貸住宅b’ ’ ｜ 寮 ’ ’賃貸住宅a住居 賃貸住宅b

↑
小
ｌ
‐
②
届
出
（
変
更
）

小
0

1

小
‐
‐
‐
届
出
不
要

①
届
出
（
新
規
）

届
出
不
要

’ |(8/,7f"
．×

(8/17～9/29) ’○(1L/27～） ○(9/30～）支給

※寮に居住する期間は日割り計算の対象となる。

①届出（新規）

｜要件具備日から7日以内(注）

Rl.O.O(要件具備日) R1. 12.5(修習開始日）日
■
日
日
Ｂ
ｉ
１
日
Ｉ

I

’ 導入修習 ’

|賃芋宅|‐
賃貸住宅
a |賃竿宅|‐

賃貸住宅
b

ロ

Ｉ
Ｏ
ｉ
Ⅱﾛ

■‘■■＝■－－1■－1■■ ■,■－｡■‐P一・一画一・口ﾛ■ ,■■､-・ロ■－－－－0■=･■=＝ﾛ■－0■‘■＝－－－‘■－0■■-.口,■,■q■=‘■‘■q■‘■－－や一一一・■＝‘■‐や,■－■－－0口ﾛ■画一一一一一画一.-画一一一一■．．■D毎手

(注） 11月27日 （水）に要件を具備している者は，導入修習開始日の前日

である12月全目_』水）までに届け出てください。 12月5日（木）以降

に届け出た場合，第1回（11月27日～12月26日）にかかる住居給

付金は支給されません。支給の始期の詳細については， 17頁を参照してく

たさい。

{2届出
星…__‐

(変更）

居住の実情に変更が生じ I

悴以後速やか'二
I(C,D.r)(IFfiW,実Ⅲ'i }こ'2Fr･1': 'キl:灸n)I

導入修習 ｜ ’

|賃寧宅|‐
賃貸住宅
a | 賃竿宅| ‐

賃貸住宅
b

■ごC一口画つ●‐一七＝｡■■■■‐ロー字毎ロロ‐｡F申■■■‐■‐‐‐毎巳一・○つ竜一一一一一一■■｡｡＝‐‐一＝‐寺＝坐由一一一七一q■一旬＝‐ヰーロ卓一画垂凸一一■ ■ P早-曲｡－‐■P－●■今
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【類型F】

賃貸住宅に居住し，分野別実務修習の際に司法修習生が所有する住宅，無償住宅又は

配偶者等住宅に転居し，集合修習の期間については司法研修所の寮を利用する者

R1

11/27 12/5

R2

12/26 1/6 8/14 8/17 9/30 10y5

| 謬卵'零入修習 ｜ 謬翰｡ ｜ ”野別婁携修≦ ｜ 移動｡ ｜ 集…｜ 謬動｡ ’導入修習 分野別実務修習移動日 移動日 集合修習 ’日程 選択型修習等

1 ｜ 寮 ’ ’住居 賃貸住宅 自宅等 自宅等

↑
ｌ
②
届
出
（
喪
失
）

①
届
出
（
新
規
）

’ ’ ’○(11/27～12/26) X(12/27～）支給

①届出（新規）
ロィ■Ⅱ■Ⅱ■’■■■I■Ⅱ■■■②■■画■＊陣的｡■再■ぬ軍■■再■■‐－，1■＝q■Ⅱ■■■再q■＝■Ⅱ■■■■■』■Ⅱ■q■幸q■』■Ⅱ■Ⅱ■匂ﾛ■■■■■'■■■ ■■Ⅱ■■｡■I■■■I■。■■■ﾛ■■■■｡PP■■■■■■■■■■■｡■■■Ⅱ■Ⅱ■I■I■

檸牢具備日からγ閏以内(注’
R1.O.O(要件具備日) R1, 12.5 (修習開始日）

０■０５日■■Ⅲ

■■■■■０

１
日
８
０
■
０
■
８
■

■
Ｃ
ａ
■
０
■

’ ｜ 導入修習 ’

‐ f‐

■
９

■■■い■や由p●1■■I■■■■■ 巳l■■画1■｡■■｡■■ロﾛ■■■U■■‐■l■■■‐■■■1■■ ■■■■1■｡■4■4■■I■ローI■■■■ ■■■1■■ ■｡｡■q■■4■I■■■■＝－P画■■■■ロー睡＝＝■国■－

(注） 11月27日 （水）に要件を具備している者は， 日

である12月4日 （水） に届け出てください。 12月5日 （木）以降

1月27日～12月26日）にかかる住居給

の始期の詳細については， 17頁を参照してく

まで

に届け出た場合，第1回（11月27日～12月26日）

付金は支給されません。支給の始期の詳細については， 1
ﾅｰゞ式1 1
』－，ーL’ □

I2'届出（喪失）
_r…__.__…_.…_--..-_…….…"...…….…．__.….___.…____….……………______‐
､

陣喪失日以後速やか“
R○.O.O("1↓卜礎尖1 1 ）

｜ 導入修習 ｜ ’

‐ ‐

写一一｡｡キー凸や甲＝■■＝寺一己‐‐‐‐■＝‐■‐‐垂一一■‐色七●陣＝■や■｡●守口●e＝笹＝●■ー＝■苧一宇凸■‐巳＝‐ロや＝■‐＝凸宇■画･●騨早一宇｡○つ■‐凸一凸凸一＝●守口
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移転給付金

修習生1
司研 ’
一・ ~
●

確認・認定 ゅ|穆麓壷I
修習に伴い

移転 ゆ 届出”
L グ’

◎支給要件

移転給付金の支給対象者は， に伴い住所又は居所を移転する必要があると認めら

かつ.現に移転(移転給付要件を具備)し，所定の様式（移転届)により移転の実情を届け

出た者です。 （法67条の2第5項，規則11条）

修習に伴い移転する必要があると認められることが必要ですので，すべての移転が対象と

なる訳ではありません。次のような移転などは支給の対象となりませんので，該当するおそ

れがある場合には，事前に経理課経理係に問い合わせてください。

・ 司法研修所又は実務修習地の地裁本庁から遠ざかる移転

・ 司法研修所又は実務修習地の地裁本庁の在勤地内での移転

※在勤地内の詳細については， 33頁の7 ｢支給要件」を参照してください。

・ 同一地域内（東京都特別区内，同一市町村内）での移転

◎路程及び支給額

次の路程に応じた規則別表（資料参照）の定額による額が支給されます。 （規則10条）

’対象となる移転 路程

採用内定時における住所又は

居所の所在地を管轄する地方

裁判所（支部を除く。 ）
導入修習に伴う移転 から 司法研修所

－－－

から霧簾撰詳裁判所分野別実務修習に伴う移転 司法研修所

から 司法研修所
実務修習地の地方裁判所
（支部を除く。 ）

集合修習に伴う移転

’
選択型実務修習に伴う移転

(A斑のみ） から霧鰭撰拝裁判所司法研修所

【事例】

導入修習に伴V､’･大阪府内から
都内その他近郊に転居した場合

大阪地裁から司法研修所までの路程となり，
規則別表の区分に応じた額が支給される。
【鉄道5001皿以上1,0001皿未満/10万8,000円l

◇司法研修所

→

◇大阪地裁

’ | F転置曹

嚥伊倉
｜

大阪府内

罵甫両壺研
’ ’ 念●一一一 転居

ノ
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◎届出

’提出対象者 提出期限提出書類 提出先

L壜“移転給付要件を具備した者 経理課
経理係

移転をする原因となった修習の開始の日
の翌日から起算して7日以内

移転給付要件を具備した者は,移転届により移転の実情を速やかに届け出る必要がありま

す。 （規則11条）

(注） （1）認定の際に疑義が生じた場合には，別途疎明資料の提出を求めることがあります。

' （2）住所又は居所の移転をする原因となった修習の開始の日 （やむを得ず同日後に移転

をした場合は,当該移転をした日）から7日を経過した後に届出がされたときは，移

転給付金が支給されません。 （規則12条ただし書）

したがって，必ず修習開始日の翌日から起算して7日以内（必着)_に届｜

さい。 ．

(3)郵送等により実務修習地から提出する際は，配達にかかる日数に注意し，

って発送してください。

なお，郵送等では提出期限に間に合わない場合は，提出期限が到来するi

経理課経理係に問い合わせてください。

(4)修習の開始日及び移転届の提出期限は，次のとおりです。

に届け

提出期限が到来する前

出てくだ

余裕をも

に，必ず

｜移転眉提出期限(必着）修習開始日修習区分

12月12日 （木）導入修習 12月5日 （木）

分野別実務修習 ’ 1月6日 （月） 1月14日 （火）※

集合修習(A班） 8月17日 （月） 8月24日 （月）

選択型実務修習
[A班のみ) ' 10月12日 （月）10月5日 （月）

集合修習(B班） 10月13日 （火）10月6日（火）

※修習開始日の翌日から起算して7日目に当たる日 （1月13日 （月） ）

が休日であるため，その翌日である1月14日 （火）まで延長されます

（裁判所の休日に関する法律2条） 。
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所得税等の取扱い

修習給付金の支給又は修習専念資金の貸与に伴い，

涜が必要ナーる場合 §あります、 のないように留意 当さい⑭

個々の司法修習生の事情によって，具体的な手続の要否，時期や方法等が異なります。手
続の詳細や不明な点については，住居地を管轄する税務署等関係機関に問い合わせたり，各

健康保険組合や住居地を管轄する市区町村のウェブサイトを参照するなどして確認を怠らな

いようにしてください（司法研修所及び実務庁会においては，問合せに答えることはできま

せん。）。

◎所得税･住民税

修習給付金のうち基本給付金及び住居給付金は，所得税法上の ;: 3』冑に冒す当するた&

確定申告の対象となります｡

特に， 2年目 （令和2年分）については，大多数の方が確定申告をしなければならないと

予想されます。詳細は，税務署に問い合わせるなどして確認してください。

(注） （1）源泉徴収は行われません。

（2）必要経費どして控除することができる経費はありません。

また，基本給付金及び住居給付金は，所得税のほか，住民税の課税対象になります。

詳細ば，各市区町村のウェブサイトを参照するなどして確認してください。

■

◎健康保険

現在，国民健康保険に加入している方は，採用後も同保険への加入を継続することになり

ます｡

他方，勤務先企業の健康保険組合等の被用者保険に加入している方や，ご家族が加入して
いる保険制度（企業の健康保険組合等）の被扶養者として認定されている方については，国
民健康保険への加入等の手続が必要となることがあります。

詳細は，健康保険組合や市区町村等に問い合わせるなどして確認してください。

◎年金

現在，第1号被保険者に該当する方は,.採用後も資格の変更はありません。

他方，被用者年金制度（厚生年金等)･の被保険者として第2号被保険者に該当している方

や被扶養配偶者として第3号被保険者に該当している方は，原則として第1号被保険者への
変更が必要となります。

詳細ぱ，年金事務所や勤務先等に問い合わせるなどして確認してください。

（参考）国民年金法7条1項（被保険者の資格) （抄）

第7条次の各号のいずれかに該当する者は，国民年金の被保険者とする。

一日本国内に住所を有する20歳以上60歳未満の者であって次号及び第三号のいずれにも該当しない

もの（以下［第’号被保険者jという。 ）

二厚生年金保険の被保険者.(以下｢第2号被保険者」 という。 ）

三第2号被保険者の配偶者であって主として第2号被保険者の収入により生計を維持するもの（第2号

被保険者である者を除く。以下「被扶養配偶者」という。 ）のうち20歳以上60歳未満のもの（以下
「第3号被保険者」という。 ）
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◎その他

(1)扶養控除について(現在，親族等に扶養されている場合）

親族等に扶養され（扶養する親族等を，以下「扶養者」という。 ） ，所得税法上，扶養

者の控除対象配偶者や控除対象扶養親族等となっている場合,原則として控除対象から外
れることになります。そのため，扶養親族等を変更する扶養控除等（異動)申告書を扶養

者の勤務先に提出する（扶養者が給与所得者の場合）等の手続が必要になりますb

詳細は，扶養者の勤務先等に問い合わせるなどして確認してください。

’ 支払通知書等の発行について

修習給付金の支給及び修習専念資金の貸与については，司法修習生に対し個別の支払通

知書等は発行しません｡各種手続に必要がある場合には,最高裁判所ウェブサイトに掲載

(2)

されている交付日一覧や振込を受けた金融機関の預貯金通帳等を利用してください。
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く住居給付金＞

よくある質問

◎住居給付金

30

提出期限

●
。
■
●
●
■
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●
●
●
巳
●
ニ
ロ
■
■
■
●
●
ｂ
●
●
●
●
■
●
●
●
■
●
●
ｐ
●
ロ
●
●
●
●
①
ロ
●
ロ
ロ
●
旬

1

Q

0●●●●●■■■

A

住居届の提出が期限に間に合ったかどうかは，消印の日付で判断されるのですか。
e ? ｡

■●■●●■BD0●●0●●､O●●“●●●●●●●●0ｰ●●●、､●●■□●、●●0．■●､●O●●●●●●●●●●●●●e●●●Q●●●、●●●○00●●0◆●●●De0●gDDD●●●■●●●●●Q●●■、●●”●●●●●●｡､●曲●■■｡●■●●■■●●■●●■■a●●■
■

消印ではなく，司法研修所に到着した日で判断されます。
郵送する場合は，配達にかかる日数に注意し，余裕をもって発送してください。
なお,提出期限を徒過した場合，住居給付金の支給の有無に影響します｡

提出期限

□
●
●
●
●
の
●
●
●
◆
●
●
●
■
■
■
■
■
■
Ｄ
Ｂ
■
■
■
●
、
●
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●
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●
●
●
●
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●
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●
●
口
●
●
●
●
●
●
●
●

2

Q

●●●●●●●●●

A

①住居届の提出が郵送では期限に間に合いそうにありません。どうしたらよいです
か。 ．

②住居届を提出期限の前々日にポストへ投函しましたが，期限までに届くか不安で
す。どうしたらよいですか。

七

ｰゆ●●●●p●●●輔●●O●●●●●●ｰ●●●●●●●●●~●●●●●●●●●●●●●■毎●●●●●■■■●●●●●●●●●■●●ｰ●●●｡●~●●●●●●G●●●●■●●●●●●■□｡●･●‐●●●●●■●●●●●●●●●●■●●●●●●●ー●●●O●●●●｡

●

提出期限が到来する前に，司法研修所総務課人事係に問い合わせてください｡
なお , (2)頁に記載の受付時間に注意してください。

● ●

提出期限

苧
℃
■
●
●
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●
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、
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●
《

3

Q

●わ｡●◆■●●●

A

■
●
》 第1回の給付期間から住居給付金を受給するためには，いつまでにどのような手続を
したらよいですか。
●●●●~●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●■■●●●●□■q●■■■●■●●●●■●■■■●■■｡●■●eDG●●●■●●●●●●●●●●●●●●O●●●｡●●･●0●●●●の●●●●●●●■●●■●－0●●●●●●●●｡●●●●◆●●の、●●●●｡、●●●●●●･■●■●●■●●●●●0■●G●●●O●●●●●●Q●●■■● ■の●■●●●●●D■■■●●●●●●●●●●□

■ 』

b

●●●●■●●●●●●●●●■●●●~●●●●●●●●｡●●●●●●●●●■｡■●●●■e●q

令和元年11．月27日に住居給付要件を具備した上でう 12月4日必着で住居届（新
規）及び賃貸借契約書（写）を提出してください。
なお ， 司法修習生として採用される前から賃貸住宅に居住している場合も同様です。

●

4 事前提出

Q

●0●●●0●●●

A

･司法研修所で修習をしている間に，次の修習開始に伴う転居分の住居届を事前に提出
しておきたいのですが，可能ですか。
●0●●●●●●●DOQeE今令

●

0●●●●●●●●●●●●●●●●●0●●●Q●0●●●●0●●●●0■●●｡●●●●●●●●●●●●■、●●、｡●●●●●●●●●●●●●●●､●●●●■、g●■●●●●●●●●●●e●●“●●■●●●●●●OG●●●●●●e●●●●●●■●●●0●､●●●●■●●●■●
● ●

事前提出は認められません。住居届は，居住の実情を届け出るものですので，要件を
具備（又は喪失，変更）した後に速やかに提出してください。

居日

▲

●

●
■

●
■

■

●
｡

■

●

●
d■

●

●

旬
●

;入5
の
●
●
●
●
●
■
■
■
■
●
■
ロ
●
●
●
句

Q

A

住居届（新規）記1の「賃貸住宅への入居日」には
すか。
l●●●●●｡e●●■●●‐●●●●●●●●●●●■■■■■■●●●●｡●■●■■■■の●●●●●■●●■■■■●■■■■■■DB●■■■●

由

， いつiの日付を記入すればよいで
● ●

■●●●●●の●●●P●●●●o00●｡●●●庄舎＝＝●ゥ●●o●■函、●｡●●●PG●－●｡e●●●●●D－D●CD●●p●●－●◆●●●●●●●●●●●二告二力●◆●●●二 ｡●●｡｡●●ロ●●●●●●●●●●●。一●■●●●●●●■4■●｡●●●4■｡●■■■●4■‐一口毎■■■‐●4■●○ロー■■■■Dの●e●●●■■●●｡｡□●q
■

の

当該賃貸住宅につき生活の本拠として居住を開始した日を記入してください。

賃
書

①
●
●
■
●
■
■
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●
、
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●
●
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■
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《

賃貸借契約
6

Q

●●●●●●●●●

A

住居給付要件を具備しましたが賃貸借契約書が手
限までに提出することができそうにありません。ど

元に届いていないため，
うすればよいですか。

住居届を期

●●■■●■●U■■●■巳■●●■■●●●●●■■●■●■■●、■､●●●●●●●●0●■DDg●●●●●Q●●●O●●●●●●O●oo0DO”●O●●●●、■■､■｡●OG●●●■■｡●■DOD､●e■■●g●●●●●●●●●●●●●0●●●●■●､、●●●●●●●●●●●■● ■■ー○O●■｡●■■●●●●●■●I

●

住居届のみを期限内に先に提出し，賃貸借契約書（写）は手元に届き次第，速やかに
提出してください。

なお，必要書類が整った後に住居給付要件の確認及び認定を行いますので，当該書類
が提出される時期によっては直近の支給日には支給されず，翌支給日以降に，複数回分
がまとめて支給される場合があります｡．

賃貸借契約
室
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7

Q

●●●●●●、●｡

A

賃借している住宅は，身内が所有するものであるため，賃貸借契約書を作成していま
せん。どうすればよいですか6

◆

L●－●｡●●●●ー●●●●■‐●●●●●●●●●●の●●●~●●●･ゆ争Dpo一旬●●●●●e●●~②｡■●■●b●●ｰ■●ー●●●｡●●●●●●●●o･●●Ce●●●●●ゆ●｡q●●●●ー●●●■■■●●●●､■●●g●●●●●●ー●●■●●●●●●･●●●●、●■●●
Q

賃貸借契約書（写）に代わる書類とじて,契約に関する貸主の証明書が必要となりま
す◎

｡ ｡

同証明書の様式は，最高裁判所ウェブサイトからダウンローFできるほか，司法研修
所総務課人事係･(本館5階）の窓口において直接受け取ることが可能です。
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要件具備日
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Q

●●●□■■●q

g

A

住居届（新規）の提出期限が「要件を具備した日から7日以内」とありますが， 「要
件を具備した日」とは具体的にいつのことですか。
●●●●●●●●●●●●●●｡■け●■■●●●●●｡O●●●●‐●●●●■■●●●●●●●●●●ｰ●ー●●●●●●●●●●●●●●●●●。●●b●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●ｰ●●●●●Q●●■●●●●●●●●●●●●O●●●

q■

①賃貸住宅への入居日 （生活の本拠とした日）及び②家賃支払の対象となる賃貸借契
約期間の始期（ブリ

■
一 レント （家賃免除）期間を除いた契約期間の初日）のうち ， 後に

到来した日のこどです（ただし, この日が採用日前の場合は採用日が「要件を具備した
日」 となります。 ） 0 ． ．

※司法修習生名義で借り受け，司法修習生自身が家賃を支払っていることを前提と
しています。
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口
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:支給の始期
●
●
■

０
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
。
■
●
■
■
■
■

(特例）

Q

●●■●●■●■

A

分野別実務修習の開始に伴い転居し，令和2年1月2日に住居給付要件を具備しま･し
たが，住居届（新規）の提出日 (司法研修所の受理日）が，要件具備日から7日を超え
た1月10日となりました。
この場合，第2回の住居給付金は支給されないのですか。

、｡●●●●●●●●●●■●●●●8●●●●●0■■●●●■●■、■■■■●■■●●■●■●●q●●QqpQDe●●0●■

●

●0●●0 ●●●●●
■

ゆ

●●●●●●●g●□0●●0■●、●●■■●■q■■■■■●●●●●●●●●■09■D■●■●●●｡●●●●●●●■。●●ﾛ､●●●●●●●●●●●●●●●■■■0●●●ﾛ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●■●●■■●b●●の●0●●●●●●｡●●の●●
●

特例の適用がありますので，支給対象となります。
詳細は， 18頁を参照してください。
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支給の始期
(特例）

Q

A

分野別実務修習の開始に伴い転居し，令和2年1月2日に住居給付要件を具備しまし
たが，住居届（新規）の提出日 （司法研修所の受理日）が,分野別実務修習の開始日の
翌日から起算して7日を超えた1月15日となりました。
、 この場合，第2回の住居給付金は支給されないのですか。
、●●●●●●●●●ｰ●●●●●■●■■●■■■■●●●。●●■●●●●●●争●●●旬■■●●●●●●●■●●●ロ●■●■■■●■●●pppつ■●｡●●■●■●●●●●■■●●●●●●●●●●●Q●Q●●●●●0●●Q●●Q●●、●0●●O●●●●●●●●●●●●

●

。

●

支給されません。

内に届
』■ ■

-る必要があります｡．
詳細は， 18頁を参照してください。

● ■ ●

在！

11
ブリ

卜

◇
一

レン

Q

,●●●●●●●q

A

契約日からしばらく， フリーレント （家賃免除） となる期間がありますが，いつから
住居給付金が支給されますか。
･･●･･･●●●●……･･･…OoDO●00…●ODC…●･…･･●●●･●oOo･oOoooooO･…●･･･。……｡‘････｡…●･｡………。。。･･･。●●●●…･………。●●●●･●。…………･…。･･････●･･･…●。…一･……･…●。。●●｡●･･ザ。｡･･･●●･……･●…………oOg ｡

住居給付要件（家賃の支払）が具備されるのは，フリーレント期間の末日の翌日です
ので ， 当該具備日の属する給付期間の次の給付期間（要件具備日が給付期間の初日であ
るときは，要件具備日の属する給付期間）から支給を開始します。

12

ウイーク
リーマン

ション等

Q

ﾄ●●●■●■●●

A

ウイークリーマンション，マンスリーマンション，ホテル等の宿泊施設に居住（滞
在）した場合，住居給付金は支給されますか｡．
●●■■●'■●●●●●●●●qB●●●●■■ロ●●●●●●●■●●●●■■●●■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●◆●●●●●●●●●●●●●●①●●ロ●●●●■■､●●●●●●●●●･●●､●①●●｡●●妙●‐●わ●●●●●●●●｡●●・●●･●●‐
e O 由

賃借期間によっては支給される場合があります。
また , 別途,､疎明資料を提出していただくことがあります。
詳細は，司法研修所総務課人事係に問い合わせてください。
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13獺名義
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Q

A

● ● ■ q

現在,学生の時に親名義で借り受けた住宅に居住していますが，修習期間中も当該住
宅に居住します（名義変更はしない） 0
この場合，住居給付金は支給されますか｡

D■■■｡●■口●■q●●の●●●●●D●●●●●●●●●●●●●●■■●DUUG■、■■｡●●｡●。｡■■●●●●□●●●●e●●

■

●●● ■●■■■■■■■●■●●●●■●●●●●D~､●●●●●●●●●●｡●●●●●●q旬●●●｡●■●●●●●●巳●●●●■●●●●●●■■■●●●■■■●■■■■■●●●の

り

●●●●、●●●●●●■●●p■●●●●●●■●■■、■□●■●■●

●

●●●●●●●｡●●①●●■｡■ご口●■●■■■｡●？‐

原則として，住居給付要件（自ら借受け）を具備していないことになりますが,事情
によって例外的に支給される場合があります。例えば，低所得であることが原因で司法
修習生自らの名義で借り受けることができず，かつ，父母等の借受名義人がその借受け
に係る住宅に居住していない場合等は，住居給付要件（自ら借受け）を満たすものとし
て扱われます。その場合,賃貸借契約書（写）の他に，疎明資料として申述書（住居給
付金） 力泌要となります。
同申述書の様式は，最高裁判所ウェブサイトからダウンロードできるほか，司法研修
所総務課人事係（本館5階） .の窓口において直接受け取ることが可能です6
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14洪同名義
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､●●●■●●●口

A

配偶者と共同名義で借り受けた住宅に居住していますが，住居給付金は支給されまず
か°

B

●●●●●●●●■■■■■■ ●●●●■■■●●Qー●●●●●●●●●｡●●●●q●●●●●●●●●●●･－■●●■■●■ゆ●●●●●｡●■●●●e●■●●●e●ー●■●q■●●●●●●●0●●●●■●●●●●●0●O●GDC●●●●●●①●｡●●●●●●●●｡●ロ●●●●●●●●●●、■●●●●
炉

司法修習生が主として生計を支えている場合には,支給されることがあります。
また，賃貸借契約書（写）の他に）別途疎明資料を提出していただきます。
詳細は，司法研修所総務課人事係に問い合わせてください。
※ 「配偶者」には，婚姻の届出をしていないが事実上婚姻関係と同様の事情にある
者を含みます。以下同じ。

15洪同名義
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Q

●●●●●●●●

A

ゆ ■

配偶者も司法修習生で,その配偶者と共同名義で借り受けた住宅に居住している場
合，それぞれに住居給付金が支給されますか。
D0e今90●00●●●●●●●●■●｡●●●■●0●●0●●Q●●0DB●、｡●●DggD■●■●●0●●0●■■■●a■●●■●●■●■■■■｡●■●■■●●●●g●●0●●●●●●●●●■●●●■■■■g●■●■■■■●●●■●●●■●■■●●●■●●●●●●■●■●■

どちらか一方の司法修習生（夫又は妻）のみが支給対象となります。
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Q

A

す
友人名義で賃借している住宅にルームシェアをしており，家賃を半分負担していま
｡

●

母

この場合，住居給付金は支給されますか。
a

■■●●●●G●□Q●●｡●●●●●｡●●口●●●。●●●●●●●●●｡●●凸｡｡●●●●●●●●●e･●●●●■●●‐●●●●●■●●●●●の④●■●●●●■●｡●｡●●●●●●●｡●●●●●‐●●｡。●■｡●●ロ●ロー●●口口の●●‐●●の●●●0。●●ロ■■｡｡

旬

住居給付要件（自ら借受け）を具備していないため，支給されません。

支給日等
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17

Q

●●｡●●●●A

■ ● ｡

住居届を提出しましたが,住居給付金が支給されていません｡どうしてですか。
0■■Q●●･●●●●●●●●●●●､●●●●●●●●●●●●●OG●｡●■g●●●●●g●●●●｡●●●■●●●●■●■■●●●●●●●DDgD●■●■●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●

●

例えば,次の理由が考えられます｡

■●0●●●■●●●●●●･●●●Q●●●●●●●●●●●■ロロ●■●■●

①給付期間に対応する支給日ｶﾐ到来していない。

●●●●●●●●0●●●●CD■■D●●□●●0●●0●●0● ●●q●●

6

g●●●●●●●●●●D●●gDD■●●DDgp●●●●●0●●0●●e●●Q●●0●●●●■

｡

※住居給付金の支給日は；基本給付金の支給日より1か月ずつ遅れて設定されて
います（12頁参照） 0 ．

②住居届の提出が要件具備日から7日を超えたことにより，支給の始期が直近の支
給日ではなく，翌支給日以降となっている。

※住居届の提出から支給日までは，最長で3か月程度の期間を要する場合があり
ます．(12頁及び17頁参照） 。

③企画第二課等に提出する「現住所届」
る（16頁(注)(1惨照） ◎

p ｢住所変更届」等の提出と間違えてい

※住居給付金の受給には皇｢住居届（給付金関係l｣の提出が必要です。
④賃貸借契約書（写）が提出されていない。
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提出期限1

Q

l●●■●■●■■

A

移転届の提出が期限に間に合ったかどうかは，消印の日付で判断されるのですか。

●●●●■●Dにニニニニニニー■■●●●●●●●●､●●●●●ｰ●■●0●■●●●●●｡●●●●●●●●●●●●●●●ｰ●●●●●●●●0，●●●●●●●●●●●●●●●●●DC■□●●ロ●●●●●｡●●。●■●■｡■□■■■●●●●●●●●●●●●■●●｡｡●●

消印ではなく，司法研修所に到着した日で判断されます。
､郵送する場合は,配達にかかる日数に注意し，余裕をもって発送してください。

ん

なお，提出期限を徒過した場合，原則として，移転給付金を支給することはできませ
｡

2
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●

提出期限

Q

A

①移転届の提出が郵送では期限に間に合いぞうにありません。どうしたらよいです
か｡．

②移転届を提出期限の前々日にポストへ投函しましたが，期限までに届くか不安で
す。どうしたらよいですか。

●

D●●●●●●●●●●●●●■■、●●C会ニモニぞ三三コ=二号■●■●■● 一一pr p■■●■■■●■■■■－●■●｡●●●■●■ロ●。p■■。●■ロ■●●●■●q~●●●●●●●●●●●●0●●●■●●●■q●●、■｡●●口包●○●●p●●●●●●●●●●ロ●●
･

■ ●

提出期限が到来する前に，司法研修所経理課経理係に問い合わせてください。
なお， (2)頁に記載の受付時間に注意してください。

提出期限

。
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3

Q

A

』 ． ◇

移転届は,'修習開始の日から7日を経過した後に提出されたときは届出遅滞と定めら
れていますが，具体的な期限を教えてください。
=＝っ●●＝＝=●＝＝全●●●●●●ロ･亡＝a●●●●●●●●●●●●●●●●●G●●●●●●●■■●●、●□●Q●●●Q●●b●●●●●●●●●■0●の●●●●●●●●●●●●■●｡●cQD”●●●､●●0●●●a●□●●■●GODﾛ●●､●DDG●●●･DC●､■■■■●●D

■

移転を伴った各修習の開始の.日の翌日から起算してT日以内（7日目が土・白・祝日
に当たるときは, ‘その翌日まで延長される。 ）に移転届を提出する必要があります。開
始の日が自由研究日であっても提出期限は変わりませんので， (1)頁の提出書類確認スケ
ジュールや27頁の提出期限を必ず参照してください。
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4提出期限
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岳
旬

A

27頁(注)(2)にある「やむを得ず同日後に移転をした場合」 とは， どのようなケースが
該当しますか。
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●●●■●●●0●●0●●C●●●■●●DDD●●二客邑■ ■●ｇ●●■Ｄ■■●■■●■■●●０●■０●０●●、●ｇ■●０■●０●●。■●●●■●●●■●●●●●０■■●■■■■０●●●ｇ■壷●ｐ●●■■●●●■●●■、
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●

それぞれの事案に応じて判断することになりますが，司法修習生が入院などのため修
習開始の日までに転居できなかったケースなどが考えられます。

事前提出

一
■
●
■
、
●
□
●
●
■
●
●
■
●
●
●
●
■
●
●
■
●
■
■
●
の
●
●
●
●
●
●
●
□
●
一

5

Q

l●●●●●●●●

A

■ ◆

司法研修所で修習をしている間に，次の修習開始に伴う転居分の移転届を事前に提出
しておきたいのですが，可能ですか。
■●■●●■■●■■●亡ニーーニコ■■DeDDDD■●■●●g●●●●●0■●00●0●●■、●Q●Q0DOe0●舎亨S●

●

。●●●0●●0●●0●●■■● 、●●●●●●●●●●●q■■■
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。

●■●●●●■■●●■●●■■●●●●■､●●■ワ■●●●●●●●●■G●●●■●■■●■■0●●O●■0口■●■●●■●●●■■●●●●■■■■■■O●●●●●■g●●●p●0■■■q■■■●■■■､､●■eoCD■■●D●●0●■0●●r=弓■■

事前提出は認められません。移転届は,移転の実情を届け出るものですので，移転日
以降に速やかに提出してください｡

6証明書類
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A

移転届に賃貸借契約害（写）等の証明書類を添付する必要はありますか。
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■

提出時に添付することは要しません。ただし，認定にあたり疑義が生じた場合には，
別途疎明資料の提出を求めることがあります。
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なお，賃貸借契約書（写）等を
，

_[週

■一
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関係）」に添付した（する）場合

移転届にその旨を記載してくださいpまた， 旧住所又は現住所が自宅等の場合は，
その詳細（実家,親戚宅等）も必ず記載してください。
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支給要件7

Q

A

｢修習に伴い住所又は居所を移転することが必要と認められない場合」とは
うなケースですか6

〃 どのよ

● ◆■

●●●●●｡●函ﾛ●●●●●●●●■■g●●●■●●●●､□■●●●●■●●●■●●●●●●●■●■DC●■■■●■■●●D●■■■■●■●●BG■■■■●●●●●巳●●●●●●■●●●●●●O●●0●●0■●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●、●Q

●

司法研修所又は実務修習地の本庁から遠ざかる移転，近距離の移転である在勤地内
(司法研修所又は実務修習地の地裁本庁からおおむね8キロメートル圏内）での移転，
同一地域内（東京都特別区内,同一市町村内）での移転などが考えられます。
このような移転に該当するおそれがある場合には，事前に司法研修所経理課経理係に
問い合わせてください。
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A

導入修習の際のホテルなどへの滞在は,移転給付金の支給対象となりますか。
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ホテルを生活の本拠としたと認め得る程度の長期間滞在した場合（導入修習にかかる
全期間滞在した場合など）は，認められる場合があります。その場合，宿泊証明書や領
収書などの疎明資料の提出を求める場合があります。



く移転給付金＞
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9 同居

Q
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A

司法修習生同士が同居している場合は，それぞれに移転給付金が支給されますか。
寺
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ゆ

それぞれから移転届が提出され，それぞれが支給要件を満たしていれば，それぞれに
移転給付金が支給されます。
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A

婚姻により改姓しました。改姓に伴い，届け出た振込口座の名義（フリガナ）を変更
したいのですが，どのような手続が必要ですか。
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① ゥ

●

振込口座の名義を変更する前に，司法研修所経理課経理係に連絡してください。
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所得税・住民税，健康保険及び年金の各手続について教えてください。
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● ●

個々の司法修習生の事情によって,具体的な手続の要否，時期や方法等が異なりま
｡ ．

詳細は， 28頁を参照してください． ◎
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A

現在，親族に扶養されていますが，修習給付金を受給することにより,必要な手続は
ありますか。
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扶養者の勤務先等に問い合わせるなどして確認してください。
詳細は， 29頁のその他(1)を参照してください。
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技払通知書
等

Q

A

修習給付金が支払われたことがわかる書面はもらえますか。
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支払を通知する書面は発行していません。
詳細は， 29頁のその他(2)を参照してください。



(資料）

裁判所法（抄）

昭和22璃月16日法律第59号

第六十七条の二修習給付金の支絢司法修習生には，その修習のため通常必要な期間として最高

裁判所が定める期間修習給付金を支給する。 ．

②修習給付金の種類は，基本給付金，住居給付金及び移転給付金とする。

③基本給付金の額は,司法修習生がその修習期間中の生活を維持するために必要な費用であっ

て，その修習に専念しなければならないことその他の司法修習生の置かれている状況を勘案して

最高裁判所が定める額とする。

④住居給付金は，司法修習生が自ら居住するため住宅（貸間を含む。以下この項において同

じ。）を借り受け,家賃肢用料を含む。以下この項において同じ｡）を支払っている場合(配

偶者が当該住宅を所有する場合その他の最高裁判所が定める場合を除く。 ）に支給することと

し,その額は>家賃として通常必要な費用の範囲内において最高論判所が定める額とする。

⑤移転給付金は,.司法修習生がその修習に伴い住所又は居所を移転することが必要と認められる

場合にその移転について支給することとし，その額は，路程に応じて最高裁判所が定める額とす

る。

,⑥前各項に定めるもののほか,､修習給付金の支給に関し必要な事項は，最高裁判所がこれを定め

る。

一

司法修習生の修習給付金の給付に関する規則

平成29年8月4日最高裁判所規則第3号

司法修習生の修習給付金の給付に関する規貝ﾘを次のように定める。

司法修習生の修習給付金の給付に関する規則

(基本給付金及び住居給付金の支絢

第一条基本給付金（裁判所法（昭和二十二年法律第五十九農以下「法｣ .という。 ）第六十七条

の二第二項に規定する基本給付金をいう。以下同じ。 ）及び住居給付金（同項に規定する住居給

付金をいう。以下同じ。 ）は、給付期間(同条第一項に規定する修習のため通常必要な期間とし

て最高裁判所が定める期間（以下「通常修習期間」という｡ ）をその開始の日（以下「開始日」

という。 ）又は各月において開始日に応当する通常修習期間内の日 （開始日に応当する日がない

月においては、その月の末日）から各翌月の開始日に応当する日（開始日に応当する日がない月

においては、その月の末日）の前日 （当該前日が通常修習期間内にないときは、通常修習期間の

末日）までの各期間に区分した場合における当該区分による一の期間をいう。以下同じ。）ごと

・に支給する。



（基本給付金の調

第二条基本給付金の額は､一の給付期間につき十三万五千円とする。ただし､通常修習期間の末
日の属する給付期間の基本給付金の額は、当該給付期間にその末日の翌日から次の開始日に応当

する日 （開始日に応当する日がない月においては､その月の末日。以下同じ。 ）の前日までの期

間を加えた期間の現日数を基礎として､ 日割りによって計算する。

2次の各号に掲げる期間を含む給付期間の基本給付金の額は、当該給付期間(通常修習期間の末
日の属する給付期間の場合にあっては、当読恰付期間にその末日の翌日から次の開始日に応当す

る日の前日までの期間を加えた期間)の現日数を基礎として、 日割りによって計算する｡
一司法修習生としての身分を保有しない期間〈給付期間の中途において法第六十八条第一項若

しくは第二項の規定により罷免された場合における罷免された日の翌日から当該給付期間の末

日までの期間又は給付期間の中途において再び採用された場合における当該給付期間の初日か

ら再び採用された日の前日までの期間をいう。第四条第三項第〒号において同じ。 ） ・

二法第六十八条第二項の規定により修習の停止を命じられた期間（第四条第三項第二号におい

て「修習停止期間｣という。 ）

3司法修習生が死亡したときは、その死亡した日の属する給付期間まで基本給付金を支給し、当

該給付期間の基本給付金の額は、前二項の規定の例による額とする。

（基本給付金の支給の方法）

第三条基本給付金は、最高裁判所の定める日に、最高裁判所の定める方法により支給する。
性居給付金の額等）

第四条法第六十七条の二第四項に規定する最高裁判所が定める場合は､司法修習生の配偶者鮪
姻の届出をしていないが事実上撒因関係と同様の事情にある者を含む｡以下この項において同
じ。 ） 、父母又は配偶者の父母が所有し､又は借り受け、居住している住宅及び最高裁判所がこ

れらに準ずると認める住宅の全部又は一部を司法修習生が借り受けて当該住宅に居住している場
合とする。

2住居給付金の額は、一の給付期間につき三万五千円とする。ただしく通常修習期間の末日の属

する給付期間の住居給付金の額は、当談給付期間にその末日の翌日から次の開始日に応当する日

の前日までの期間を加えた期間の現日数を基礎として､ 日割りによって計算する。
3次の各号に掲げる期間を含む給付期間の住居給付金の額は､当該給付期間（通常修習期間の末
日の属する給付期間の場合にあっては､当該給付期間にその末日の翌日から次の開始日に応当す
る日の前日までの期間を加えた期間）の現日数を基礎として､ 日割りによって計算する。

一司法修習生としての身分を保有しなし潮間 ・

二修習停止期間（次号から第六号までに掲げる期間に該当する期間を除く。 ）

三司法研修所において修習するために住所又は居所の移転をした司法修習生（次号及び第五号

において「移転者」という。 ）が最高裁判所が設けた寮又はこれに相当する施設として最高裁
判所が定める施設に居住した期間

四･ ･移転者が無償で提供される住宅又はこれに相当する住宅に居住した期間

五移転者が第一項に規定す-る住宅に居住した期間

六前三号の期間に準ずる期間として最高裁判所が定める期間

4司法修習生が死亡したときは､その死亡した日の属する給付期間まで住居給付金を支給し､当
該給付期間の住居給付金の額は、前二項の規定の例による額とする。 ．

I ー

I



（住居給付金に係る届出）

第五条法第六十七条の二第四項に規定する住居給付金の支給に関する要件（以下「住居給付要

件｣. という。 ）を具備するに至った司法修習生は、住居給付要件を具備していることを証明する

書類を添付して、最高裁判所の定める様式により、その居住の実情を速やかに最高裁判所に届け

出なければならない｡住居給付金の支給を受けている司法修習生の居住の実情に変更があった場
合についても、同様とする。

（住居給付金に係る確認及び認定）

第六条最高裁判所は、司法修習生から前条の規定による届出があったときは､その届出に係る事

実を確認し､その司法修習生が住居給付要件を具備するときは､その司法修習生に住居給付金を
支給すべきことを認定しなければならない｡

（住居給付金の支給の始期及び終期）

第七条住居給付金の支給は､司法修習生が住居給付要件を具備するに至った日 （以下この項にお

いて「要件具備日」という。 ）の属する給付期間の次の給付期間（要件具備日が給付期間の初日

であるときは、要件具備日の属する給付期間)から開始し、司法修習生が住居給付要件を欠くに

至った日の属する給付期間（その日が給付期間の初日であるときは、その日の属する給付期間の

前の給付期間）をもって終わる。ただし、住居給付金の支給の開始については､第五条の規定に

よる届出がこれに係る要件具備日から七日を経過した後にされたときは、その届出を受理した日

の属する給付期間の次の給付期間（その日が給付期間の初日であるときは、その日の属ずる給付

期間）から行うものとするも 『

2前項の規定にかかわらず、司法修習生が、司法修習生に関する規則（昭和二十三年最高裁判所

規則第十五号）第七条第一項の規定に基づき司法研修所長が地方裁判所、地方検察庁又は弁護士

会に委託して行わしめる修習の開始に伴い当該修習の開始の日として最高裁判所が定める日 （以

下この項において「実務修習開始日」 という。 ）の前日までに新だに住居給付要件を具備し、か

つ、第五条の規定による届出を実務修習開始日から七日以内にしたときは、当該実務修習開始日

の属する給付期間から住居給付金の支給を開始する。

（住居給付金の支給の方法）

第八条住居給付金は、最高裁判所の定める日に、最高裁判所の定める方法により支給する。

（住居給付要件の事後の確認)、

第九条最高裁半断は、現に住居給付金の支給を受けている司法修習生が住居給付要件を具備して

いるかどうかを随時確認するものとする。 ．

（移転給付金の調

第十条移転給付金（法第六十七条の二第二項に規定する移転給付金をいう。以下同じ。 ）の額は、

最高裁判所の定める路程に応じた別表の定額による額とする。

（移転給付金に係る届出）

第十一条法第六十七条の二第五項に規定する移転給付金の支給に関する要件(以下この条及び次

条において「移転給付要件」 という。 ）を具備するに至った司法修習生は、移転給付要件を具備

していることを証明する書類を添付して、最高裁判所の定める様式によりくその移転の実情を速

やかに最高裁判所に届け出なければならない。

（移転給付金に係る確認及び認定）

第十二条最高裁判所は、司法修習生から前条の規定による届出があったときはfその届出に係る



事実を確認し､その司法修習生が移転給付要件を具備するときは、その司法修習生に移転給付金

を支給すべきことを認定しなければならなb.､｡ただし、その届出が、住所又は居所の移転をする

原因となった修習の開始の、日 （やむを得ず同日後に移転をした場合にあっては、当該移転をした

日）から七日を経過した後にされたときは､ .この限りでない。

（移転給付金の支給の方濁

第十三条移転給付金は、最高裁判所の定める日に、最高裁判所の定める方法により支給する。

（杵韻I）

第十四条この規則に定めるもののほか､修習給付金の支給に関し必要な事項は、最高裁判所が定

める。

附則

（施行期日）

1 この規則は、平成匡十九年十一月一日から施行する。

(経過措勧

2 この規則の規定は、この規貝Iの施行後に採用された司法修習生について適用し､この規則の施

行前に採用された司法修習生については、適用しない。

別表傍十条関係）

備考

路程の計算については、水路及び鱈洛四分の一キロメートルをもって鉄道一キロメートルとみ

なすも

区 分 額

鉄道五十キロメートルラ輪 四六、五○○円
◆

鉄道五十キロメートル以上百キロメートルラ鏑 五三、五○○円

鉄道百キロメートル以上三百キロメ一 トル未満 六六、○○○円

鉄道三百キロメートル以上五百キロメートルラ輪 八一、五○○円

鉄道五百キロメートル以上千キロメートルラ輪 一○人、○○○円

鉄道千キロメートル以上千五百キロメートルラ
、

満二見 一一
。三、五○○円

鉄道千五百キロメートル以上二千キロメートル未満 一

一

一

一、 五○○円

鉄道二千キロメートル以上 一四一、○○○円


